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第2学年 修学旅行実施！ ～東京方面への２日間の研修～ 

 １２月３・４日の２日間にわたり、２学年の修学旅行

が行われました。首都圏の企業や大学の研究室を訪問す

ることにより視野を広げること、首都圏の大学や大学院

に進学した卒業生や企業で働いているOBを招いて話を聞

くことによって、卒業後の進学先の幅を広げることを目

的に実施されました。 

 初日は上野駅に到着した後、クラス別研修を行い、午

後は東京大学での大学体感プログラムを体験してきまし

た。夕方ホテルで夕食を食べた後、卒業生を招き、文系

と理系に分かれて講演を聞きました。 

 ２日目は各班

に分かれ、企業

と大学を訪問し

ました。自分た

ちで行き先を決

め、アポイント

メントを取って

研修を行うとい

う、中学生の修

学旅行とはひと

味違う体験をし

ました。 

☆大学体感プログラムに参加して 
○本多 杏佳 さん（２年・将監中出身） 

 東京大学では、体験ゼミや東大生との交流など、貴重

な時間を過ごすことができました。自分で実際に参加し

た体験ゼミはもちろんのこと、東大生の生き生きとした

様子からも、大学の学びの楽しさを感じました。交流の

際に、東大生の高校時代のことを聞きました。どの方も

自分で決めた勉強を習慣づけていたようです。それを特

別なことと思

わない様子も

また、尊敬す

るところでし

た。この体験

を今後の進路

選択・勉強に

役立てていき

たいです。 

 

仙台三高だより 
team

 

☆OB講話を聞いて 
○根井 真心子 さん （２年・東向陽台中出身） 

 １日目にあったOB講話では、進学後の就職の話を詳し

く聞くことができ、自分の将来についての視野が広がり

ました。お二方とも強い意志と行動力を持っており、尊

敬すると同時に自分たちも夢に向かって努力しようと強

く思いました。一時間という短い時間ではありました

が、たくさんのことを聞けた経験は私たちの思い出にな

るとともに、これからの学校生活の励みになると思いま

す。 

☆企業訪問をして 
○佐々木 隼 さん（２年・利府西中出身） 

 東京の修学旅行で僕たちの班は、葛西臨海水族館と砂

町水再生センターの二つの施設を訪問してきました。そ

れぞれの施設を見学することで、そこで行われている仕

事や作業内容について知ることができただけでなく、自

分の将来の方針についてもう一度検討するきっかけにも

なりました。その結果、将

来に向けた進路選択の幅を

広げることにも繋がりまし

た。この貴重な経験はとて

も有意義であったと強く感

じています。 

 

 

【クラス別研修一覧】 
 

１組 月島散策     ２組 アメ横散策・湯島天神見学   

３組 浅草寺見学     ４組  お茶の水散策 

５組 東京スカイツリー・ソラマチ散策 

６組 東京ドームシティ散策  

７組 浅草寺見学          ８組 国立科学博物館見学 



栄光の記録  
～文化部も大活躍です～  

 １月の予定 
         

 

 ５日（火） ３年センターリハーサル（～６日） 

 ７日（木） 全校集会 

       １・２年第３回校内模試 

               （２年 ～８日） 

１５日（金） センター激励会 

１６・１７日（土・日） 大学入試センター試験 

１７日（日） ２年センターチャレンジ（校外） 

１８日（月） センター自己採点 

２１日（金）  ２年進研模試（～２２日） 

２２日（土） １年進研模試 

第２回SSH講演会 実施 
「コンクリートの話～歴史と役割～」 

 第３０回全国高等学校文芸コンクールの詩部門におい

て、本校２年生の安達実成さんが応募者２４８１人の中

から上位６人の中に入りました。去る１２月１２日に国

立青少年オリンピックセンターにて表彰式が行われ、参

加してきました。 

  

詩部門優秀賞  

 「無音がきこえる」 

 文芸部 安達 実成   

 （２年・岩沼西中出身） 
 

 

【優秀賞を受賞して】  
 今回このような賞を受賞して大変驚いています。夏休

み前に西川先生に依頼され、何のことかわからないまま

締め切りが迫り、以前に書いていた詩を応募しました。

１１月末に受賞の連絡があるまで、何に応募したのかさ

え知りませんでした。多分、全国の高校生の中で最も意

識の低い応募者だったと思います。まさかこんなことに

なるとは、というのが率直な感想で、実感はまだありま

せん。作品の応募にあたって最初から最後まで指導して

くださった西川先生、山本先生には感謝しています。あ

りがとうございました。 

 また、第５９回日本学生科学賞の県審査が行われ、応

募作品３４点の中から最優秀賞が決まり、高校の部で本

校が上位３位を独占しました。 

 

知事賞 「魚類と細菌の共生のしくみ」（中央審査入選） 

      伊藤 青空（２年・富谷中出身） 

      青木 雄一（２年・南光台中出身）  

      佐々木 隼（２年・利府西中出身） 

仙台市長賞 「コンクリート再固化技術の開発」 

      岩間 公希（２年・宮教大附属中出身） 

ミヤギテレビ賞 「イオンクラフトの推進力向上」 

      萩田 泰晴（１年・八乙女中出身） 

 

【知事賞を受賞して】  
   伊藤 青空さん （２年・富谷中出身） 

 私達は魚類と発光細菌についての研究で、知事賞を頂

くことができました。この研究の始まりは一年生の頃の

「発光細菌で震災時にも使える照明を作ってみよう」と

いう単純な試みでし

た。そこから興味を

持ったことを調べてい

き、ここまで発展する

ことができました。学

会で出会った方々や三

高の先生方の協力が

あってこの研究はここ

まで進んできました。

 １２月１２日（土）に東北大学工学部大学院から、久

田真教授、宮本慎太郎助教授をお招きして、SSH講演会

兼身近なテクノロジーが開催されました。理数科・普通

科の１・２年生約２０名が参加し、大学の先生の貴重な

講演を聞いた後、少人数グループでの充実した実習を行

うことができました。 

【SSH講演会兼身近な 

      テクノロジーに参加して】 

○岩間 公希 さん（２年・宮教大附属中出身） 
 もし、この世界にコンクリートが存在しなかったら私たち

はどのような暮らしをしていたのだろうかと考えさせられる

ような興味深い講演でした。講義ではコンクリートはローマ

時代からあの有名なコロセッオで使用されていた事を知り、

今でも現存している点に驚きでした。実習では一部の組成が

変化するだけで固化する時間に差が出ることを実感しまし

た。私自身もコンクリートの研究をしているので今回得た知

識を活用したいと思います。 

○菅澤 遼 さん（２年・高森中出身） 
 私がこの講演会で一番印象に残ったことは、セメントの製

造についてです。セメントは通常、粘土、石灰石、鉄さいを

1450℃という高温で焼成することでできますが、他の産業

が排出する産業廃棄物を原料や燃料として利用することがで

きるというのです。また、それは鉄を精製した後のカス、廃

タイヤ、下水汚泥、家庭ゴミだというのでとても驚きまし

た。さらにセメント１tを作るのに、他分野の副産物を500

～600㎏も有効利用できるそうです。リサイクルというより

資源循環であり、セメント産業は資源循環に不可欠な産業だ

と思いました。また震災復興においても、がれきをセメント

などに利用するなど役立っています。とても身近なところで

すばらしいことをしていることに感動し、興味がわきまし

た。 


